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１．はじめに 

 今日音声でデバイスの操作をする音声応答システムが，人々

の生活や社会に浸透し始めている．その中でも特にスマートス

ピーカーの普及が著しい．スマートスピーカーについては，ス

マートスピーカーのよそよそしさに着目している研究[1]や，

音声対話システムに着目している研究[2]などの音声対話シス

テムの性能向上のための研究は多いが，スマートスピーカーお

よびその対応製品のユーザビリティやユーザインタフェース

デザインに関連した研究はあまりない．スマートスピーカーの

特徴として，無線接続で他の複数の機器と接続し，それらを制

御するということや，画面を使わずVoice User Interface (VUI)

によって操作をする，もしくはスマホ画面から遠隔で操作する

という点がある．しかし従来のUIデザインの知見は画面などの

視覚的な要素を対象にしたものが中心であり， VUIに対するガ

イドラインは十分にあるとは言えない．こうしたことから，ス

マートスピーカーのような無線接続・VUIによる操作のシステ

ムのデザインについての理解を深める必要があると考えた．そ

のため端緒として本稿では，まずインスペクション評価によっ

てこうしたシステムのユーザビリティ上の問題を概観するこ

とを目的とした． 

 

２．研究方法  

 どのような問題点があるかを把握するために実際に利用し,

チェックリスト及び３Pタスク分析を用いてインスペクション

評価を行った.スマートスピーカーはecho dot第4世代，対応製

品はスイッチボットLED電球をそれぞれ使用した（図1）. 

 

図1 調査に使用した機器（左：echo dot第四世代，右：スイ

ッチボットLED電球） 

 

2-1.チェックリスト 

本システムのデザインにあたって，画面操作・音声操作問わず

に要求される汎用的なデザイン原則を選定し，これをチェック

リストとして問題点の抽出を行った．山岡の提唱する70デザイ

ン項目からUIデザイン項目[3]およびUX・画面インタフェース

デザインのためのデザイン項目[4]から18項目を選定した．チ

ェックリストの項目は以下の表1に示す．評価対象システムの

操作を行いつつ，それぞれの項目を確認しながらチェックを行

っていった． 

 

表1 チェックリスト 

 

 

2-2.３Pタスク分析 

 ３Pタスク分析[5]とは、細分化されたタスクやサブタスクに

対し,ユーザの情報処理プロセスの「情報入手」→「理解・判

断」→「操作」の3ポイントから問題点を抽出していく方法で

ある.タスクは画面を主に使用する「初期設定」と音声を主に

使用する「音声操作」の2つに大きく分ける.スマートスピーカ

ーは無線接続で他の機器と接続し，画面を使わずVUIによって

操作をする，またスマホ画面から遠隔で操作できるため,「初

期設定」と「音声操作」では扱い方，チェックする観点が異な

ってくる．そのため前述のように2つに分けた．代表的なタス

クとして「初期設定」ではWi-fiの接続，「音声操作」では「ア

レクサ，照明をつけて」と言ってLEDの照明をオンにしてもら

うなどがある.サブタスクは「Echo Dotとセットアップする」

というタスクから「照明のアプリ,『プロフィール』のその他

のサービスを選択」，「Alexaを選択し，セットアップを行う
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表2 初期設定における問題点 

 

表3 音声操作における問題点 

 

 

「アレクサアプリ,『デバイスの追加』，『ライト』を選択」

「ブランドを指定し,接続させる」という風に分解した． 

 

３．結果・考察 

 スマートライトのインスペクション評価を行った上で明ら

かになった各カテゴリにおける問題点の例を表2，3に示す.  

 インスペクション評価によるとスマートライトの初期設定

及び音声操作の問題点とチェックリストの項目を参照した結

果,「分かりやすい用語を使っているか」というカテゴリに該

当する問題点が他のカテゴリに比べ頻度は少なかったものの,

理解しにくいものが多く重要度が高いと思われる．これは初

期設定の段階によく見られたものである. 

 現状確認できている問題点の多さは音声操作よりも画面操

作による初期設定の方がはるかに多いことが分かった.電子

機器に慣れていないユーザがスマートスピーカー及び対応製

品を扱えばより多くの問題点が見つかるのではないかと思わ

れる.一方，音声操作の問題点はユーザの文言が一番大きい要

因なのではないかと思われる.慣れていないユーザはこの問

題に合う頻度は高いことが予想され，また音声操作に慣れた

ユーザも頻度は少ないが該当することがあると思われる. 

 

４．今後の課題 

 今回は特定のスマートスピーカーおよびLED電球のみを対

象としたが，スマートスピーカーには様々な種類がある．例

えば，画面のあり・なしなど製品カテゴリごとの調査なども

今後行いたい．また通常スマートスピーカーを利用する際は

LED電球だけでなく，複数の様々な製品を接続することが考え

られる．LED電球以外の製品における問題点や複数機器を接続

する際のシステム全体の問題点を見つけていく必要がある．

またインスペクション評価だけではなく，ユーザビリティテ

ストを行うことによってさらに問題点を把握していきたいと

考えている． 
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